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20人を紹介します （議席順）
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事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

市道路線の廃止について

令和元年度下妻市一般会計補正予算（第４号）
について

令和元年度下妻市介護保険特別会計補正予算
（第２号）について

令和元年度下妻市下水道事業特別会計補正予
算（第２号）について

令和元年度下妻市水道事業会計補正予算（第
１号）について

大宝沼地区ほ場整備事業にかかる市の境界変更により、大木地内
ほか２件を廃止するもの

地質調査業務委託料の計上等により、2億4,379万8,000円を追加す
るもの

システム改修委託料の増額などにより、286万3,000円を追加する
もの

消費税納付金の増額などにより、324万円を追加するもの

定期人事異動に伴う人件費の増額などにより、369万4,000円を追
加するもの

議決月日
結　　果

議　案
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議　案
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議　案
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議　案
第62号
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特別委員会とは
　地方自治法第109条の規定に
基づき設置される委員会です。
　特定の案件を審査と調査するために本会議
の議決により必要に応じて設置されます。特
別委員会には、条例や予算などの議案に対す
る審査を行う審査特別委員会と、特定の事件
を調査する調査特別委員会などがあります。

令和元年第４回定例会・令和元年第１回臨時会

議員提出議案等

下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会
委員の選任について

人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

現下妻市教育委員会委員である平間守氏の任期が満了となること
から、後任として山口政志氏を委員に任命することについて、議
会の同意を求めるもの

現下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員である門井節
夫氏の任期が満了となることから、後任として百目鬼明子氏を委
員に選任することについて、議会の同意を求めるもの

現人権擁護委員の横倉和夫氏が任期満了となることから、引き続
き同氏を委員に推薦することについて、議会の意見を求めるもの

議　案
第64号

諮　問
第２号

議　案
第65号

１１．１９

同　意

１１．１９

同　意

１１．１９

同　意

陳　情
議員定数の削減に関する陳情書 行財政改革推進のため、議員定数を18名とし、次期選挙から適用

することを求めるもの
陳情受理番号

第２号
―

審 査 中

令和元年第 4回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の承認を求めることについて「令和
元年度下妻市一般会計補正予算（第３号）に
ついて」

下妻市役所の位置を定める条例の一部改正に
ついて

下妻市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定について

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適
正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

下妻市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部改正について

下妻市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

下妻市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

下妻市下水道事業の設置等に関する条例の制
定について

下妻市公共下水道事業受益者負担に関する条
例の一部改正について

公の施設（小貝川ふれあい公園ネイチャーセ
ンター及び有料公園施設）の指定管理者の指
定について

公の施設（下妻市民文化会館）の指定管理者
の指定について

市の境界変更について

境界変更に伴う財産処分に関する協議について

豚コレラ侵入防止緊急対策に係る経費を専決処分したもの

新庁舎の建設位置が確定したことにより、下妻市役所の位置を定
める条例を改正するもの

会計年度任用職員制度を令和２年度から導入するにあたり、会計年
度任用職員の給与及び費用弁償について必要な事項を定めるもの

会計年度任用職員制度の導入に伴い、関係条例について所要の改
正を行うもの

成年被後見人等であることを理由に不当に差別されないよう、資
格、職種、業務等から一律に排除するとされている規定について
改正するもの

市が、災害援護資金の償還免除等の判断のために必要があるとき
は、当該借受人又は保証人の資産状況等を調査できるよう改正す
るもの

放課後児童支援員の認定資格研修は、これまで都道府県知事のみ
が行っていたが、指定都市の長も当該研修を実施することができ
るようになったため、資格要件の規定に追加するもの

家庭的保育事業者等について、代替保育に係る保育所等を確保、
自園での調理等の義務について緩和する規定等を追加するもの

下水道事業について、令和２年度から公営企業会計を適用するた
め、地方公営企業法の財務規程等に基づく条例を制定するもの

下妻第４負担区の受益者負担金の額を設定したので条例に規定す
るもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、下妻市自治振興公社を指定管
理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、下妻市自治振興公社を指定管
理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

大宝沼地区ほ場整備事業の完了に伴い、事業区域内の下妻市と筑
西市の境界について変更するもの

市の境界変更に伴い、筑西市に編入する道路及び水路である公有
地の一部を財産処分するもの

議決月日
結　　果

報　告
第17号

議　案
第46号

議　案
第47号

議　案
第48号

議　案
第49号

議　案
第50号

議　案
第51号

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第54号

議　案
第55号

議　案
第56号

議　案
第57号

議　案
第58号

１１．７

報告のみ

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

※賛否の分かれた議案等について、市ホームページ上で各議員の賛否を公開しています。

（注）陳情受理番号第2号は、議員の任期満了により審議未了となりました。

令和元年第 1回臨時会議決一覧表
令和元年度下妻市一般会計補正予算（第５号）
について

幼児教育・保育の無償化に伴う新たな給付費の計上等により、
1億2,439万7,000円を追加するもの

議　案
第66号

１２．２３

原案可決

（注）議員定数を次回の一般選挙から18人に削減する議員提出動議が提出され、賛成多数により可決されました。

令和元年第４回定例会
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原案可決
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原案可決
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原案可決



事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容
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令和元年度下妻市水道事業会計補正予算（第
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システム改修委託料の増額などにより、286万3,000円を追加する
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消費税納付金の増額などにより、324万円を追加するもの

定期人事異動に伴う人件費の増額などにより、369万4,000円を追
加するもの

議決月日
結　　果

議　案
第59号

議　案
第60号

議　案
第61号

議　案
第62号

議　案
第63号

　
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い

て
、
市
議
会
で
は
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー

チ
を
含
む
、
市
開
発
公
社
所
有
地
及

び
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
な
ど
の
砂
沼
西
部

周
辺
開
発
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度

か
ら
の
調
査
・
検
討
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
、
「
砂
沼
西
部
周
辺
開
発

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
の
設

置
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
議
員

全
員
を
委
員
と
し
、
調
査
期
間
に
つ

い
て
は
、
調
査
が
終
了
す
る
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

砂
沼
西
部
周
辺
開
発
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

特別委員会とは
　地方自治法第109条の規定に
基づき設置される委員会です。
　特定の案件を審査と調査するために本会議
の議決により必要に応じて設置されます。特
別委員会には、条例や予算などの議案に対す
る審査を行う審査特別委員会と、特定の事件
を調査する調査特別委員会などがあります。

令和元年第４回定例会・令和元年第１回臨時会

議員提出議案等

下妻市教育委員会委員の任命について

下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会
委員の選任について

人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること
について

現下妻市教育委員会委員である平間守氏の任期が満了となること
から、後任として山口政志氏を委員に任命することについて、議
会の同意を求めるもの

現下妻市及び下妻地方広域事務組合公平委員会委員である門井節
夫氏の任期が満了となることから、後任として百目鬼明子氏を委
員に選任することについて、議会の同意を求めるもの

現人権擁護委員の横倉和夫氏が任期満了となることから、引き続
き同氏を委員に推薦することについて、議会の意見を求めるもの

議　案
第64号

諮　問
第２号

議　案
第65号

１１．１９

同　意

１１．１９

同　意

１１．１９

同　意

陳　情
議員定数の削減に関する陳情書 行財政改革推進のため、議員定数を18名とし、次期選挙から適用

することを求めるもの
陳情受理番号

第２号
―

審 査 中

令和元年第 4回定例会議決一覧表
事件の番号  件　　　　　名 内　　　　　　　容

専決処分の承認を求めることについて「令和
元年度下妻市一般会計補正予算（第３号）に
ついて」

下妻市役所の位置を定める条例の一部改正に
ついて

下妻市会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の制定について

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適
正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

下妻市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部改正について

下妻市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

下妻市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

下妻市下水道事業の設置等に関する条例の制
定について

下妻市公共下水道事業受益者負担に関する条
例の一部改正について

公の施設（小貝川ふれあい公園ネイチャーセ
ンター及び有料公園施設）の指定管理者の指
定について

公の施設（下妻市民文化会館）の指定管理者
の指定について

市の境界変更について

境界変更に伴う財産処分に関する協議について

豚コレラ侵入防止緊急対策に係る経費を専決処分したもの

新庁舎の建設位置が確定したことにより、下妻市役所の位置を定
める条例を改正するもの

会計年度任用職員制度を令和２年度から導入するにあたり、会計年
度任用職員の給与及び費用弁償について必要な事項を定めるもの

会計年度任用職員制度の導入に伴い、関係条例について所要の改
正を行うもの

成年被後見人等であることを理由に不当に差別されないよう、資
格、職種、業務等から一律に排除するとされている規定について
改正するもの

市が、災害援護資金の償還免除等の判断のために必要があるとき
は、当該借受人又は保証人の資産状況等を調査できるよう改正す
るもの

放課後児童支援員の認定資格研修は、これまで都道府県知事のみ
が行っていたが、指定都市の長も当該研修を実施することができ
るようになったため、資格要件の規定に追加するもの

家庭的保育事業者等について、代替保育に係る保育所等を確保、
自園での調理等の義務について緩和する規定等を追加するもの

下水道事業について、令和２年度から公営企業会計を適用するた
め、地方公営企業法の財務規程等に基づく条例を制定するもの

下妻第４負担区の受益者負担金の額を設定したので条例に規定す
るもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、下妻市自治振興公社を指定管
理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

指定管理者の指定期間終了に伴い、下妻市自治振興公社を指定管
理者として指定することについて、議会の議決を求めるもの

大宝沼地区ほ場整備事業の完了に伴い、事業区域内の下妻市と筑
西市の境界について変更するもの

市の境界変更に伴い、筑西市に編入する道路及び水路である公有
地の一部を財産処分するもの

議決月日
結　　果

報　告
第17号

議　案
第46号

議　案
第47号

議　案
第48号

議　案
第49号

議　案
第50号

議　案
第51号

議　案
第52号

議　案
第53号

議　案
第54号

議　案
第55号

議　案
第56号

議　案
第57号

議　案
第58号

１１．７

報告のみ

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

※賛否の分かれた議案等について、市ホームページ上で各議員の賛否を公開しています。

（注）陳情受理番号第2号は、議員の任期満了により審議未了となりました。

令和元年第 1回臨時会議決一覧表
令和元年度下妻市一般会計補正予算（第５号）
について

幼児教育・保育の無償化に伴う新たな給付費の計上等により、
1億2,439万7,000円を追加するもの

議　案
第66号

１２．２３

原案可決

（注）議員定数を次回の一般選挙から18人に削減する議員提出動議が提出され、賛成多数により可決されました。

令和元年第４回定例会

しもつま市議会だより５ 第２２１号 ４

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決

１１．１９

原案可決



一問一答方式について紹介
　平成31年第１回定例会から本格的に一問一答方式を導入しました。
　一括方式と一問一答方式のどちらで実施するかは議員が選択し、質問時間は60分（答弁を含む）とな
ります。
　また、質問回数は一括方式が「再々質問まで」、一問一答方式が「無制限」となります。

議員が１つの質問項目ごとに質問し、
執行部が質問項目ごとに答弁を行い
ます。

議員が質問事項すべてを一括して質
問し、その後、執行部がその質問事項
について一括して答弁を行います。

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節 

議
員

　
　
　
　
　
台
風
第
19
号
の
被
害
報

　
　
　
　
告
で
は
、床
下
浸
水
は
平
沼

地
区
で
１
件
と
あ
る
が
、他
の
地
区
で

も
床
下
浸
水
に
相
当
す
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、床
下
浸
水

の
件
数
確
認
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
伺

う
。　

　
ま
た
、災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援

者
対
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
市
災
害
対
策
本
部
、消
防

署
に
通
報
が
あ
り
対
応
し
た
も
の
、市

民
か
ら
の
申
請
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ

る
。被
害
の
把
握
に
つ
い
て
は
、災
害
の

規
模
を
考
慮
し
て
お
り
、東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、市
内
全
域
の
ブ
ロッ
ク
塀

や
家
屋
の
損
壊
状
態
な
ど
、目
視
で
わ

か
る
部
分
に
つ
い
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。大
雨
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
に
つ
い
て

は
、市
内
全
域
の
確
認
は
し
て
い
な
い

が
、内
水
被
害
が
発
生
す
る
地
区
に
つ

い
て
は
、正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、浸
水
防
止
の
措
置
や

被
害
申
請
に
つい
て
周
知
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
は
、
現
在
約

２
，３
０
０
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、行

政
に
よ
る
避
難
誘
導
だ
け
で
な
く
、要

支
援
者
の
家
族
を
初
め
、地
域
の
人
々

に
よ
る
共
助
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、福

祉
避
難
所
は
下
妻
特
別
支
援
学
校
を

含
め
計
８
か
所
あ
り
、一
般
避
難
所
が

開
設
さ
れ
た
後
、必
要
に
応
じ
て
開
設

を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。要
支

援
者
は
避
難
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、気
象

状
況
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
判
断

し
、最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
発
令

が
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

水
害
を
想
定

災
害
時
対
策
に
つ
い
て

大雨により道路冠水等がたびたび発生している図書館通り

一　般　質　問

１
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
水
害
を
想
定

　
　
　
災
害
時
対
策
に
つ
い
て

　
２
　
道
の
駅
駐
車
場
等
の
改
善
方
法
に
つ
い
て

２
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
地
域
の
消
防
防
災
を
担
う
消
防
団
の
現
状
と

　
　
　
課
題
、
そ
し
て
民
間
の
無
料
低
額
宿
泊
所
の

　
　
　
設
置
不
安
や
市
内
の
防
犯
、
治
安
維
持
に
つ

　
　
　
い
て

３
　
増
田
　
省
吾
　
議
員

　
子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　
１
　
こ
れ
か
ら
の
下
妻
に
期
待
す
る
も
の

４
　
宇
梶
　
浩
太
　
議
員

　
１
　
消
防
団
詰
所
に
つ
い
て

　
２
　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　
３
　「
機
能
別
」消
防
団
員
制
度
に
つ
い
て

５
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
大
災
害
か
ら
市
民
の
命
、
く
ら
し
を
守
れ
る

　
　
　
市
政
を
め
ざ
し
て

　
２
　
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　
３
　
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

　
４
　
夜
間
応
急
診
療
所
に
代
わ
る
医
療
の
確
保
に

　
　
　
つ
い
て

６
　
矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
に
つ
い
て

７
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
　
生
活
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

　
３
　
柳
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
に
つ
い
て

８
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
災
害
対
応
に
つ
い
て

令
和
元
年
第
四
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、８
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 

一　般　質　問

しもつま市議会だより７ 第２２１号 ６

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

県西地区大会に出場した下妻市消防団第３分団

　
　
　
　
　
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操

　
　
　
　
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大

会
が
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
の
原

因
の
一
つ
だ
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

操
法
大
会
の
現
状
と
開
催
目
的
、開

催
費
用
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、大
会
に

参
加
し
な
い
場
合
の
消
防
団
活
動
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
県
西
地
区
大
会
の
実
施

　
　
　
　
要
領
の
目
的
に「
消
防
団

員
の
強
固
な
消
防
精
神
を
養
成
し
、厳

正
な
規
律
と
旺
盛
な
士
気
の
も
と
に
、

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
熟
練
と
敏
速
、確

実
な
団
体
行
動
の
徹
底
を
図
り
、も
っ

て
火
災
防
御
上
の
諸
般
の
要
求
に
適

応
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
あ

る
。消
防
ポ
ン
プ
操
法
と
火
災
防
御
を

習
得
す
る
こ
と
は
、火
災
消
火
活
動
に

お
け
る
技
術
の
習
得
並
び
に
団
員
自

身
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、独
自
の
操
作
方
法
や
知
識
の
習

得
、各
団
員
の
連
携
、指
揮
命
令
の
徹
底

な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、訓
練
に
お
い

て
習
得
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
大
会
費
用
に
つ
い
て
、大
会
経
費
は

県
消
防
協
会
の
補
助
金
と
関
係
市
町

10
自
治
体
の
負
担
金
の
各
10
万
円
で

賄
う
も
の
と
あ
る
。な
お
、開
催
地
は

各
自
治
体
が
持
ち
回
り
と
な
っ
て
い
る

が
、経
費
と
な
る
補
助
金
・
負
担
金
で

は
費
用
が
不
足
す
る
た
め
、会
場
の
設

営
費
用
な
ど
を
別
途
負
担
し
て
い
る
。

　
大
会
の
出
場
に
つい
て
は
、分
団
長
会

議
に
お
い
て
協
議
中
で
あ
る
が
、参
加

し
な
い
場
合
、大
会
目
的
に
あ
る
よ
う

な
消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
熟
練
や
火
災
防

御
の
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
、新
た
な
訓
練

の
計
画
を
策
定
し
て
、習
熟
度
の
低
下

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

地
域
の
消
防
防
災
を
担
う

消
防
団
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

岡
田
正
美 

議
員

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

質問席を設置し、質問者と答弁

者が向かい合って質問・答弁を

行います。



一問一答方式について紹介
　平成31年第１回定例会から本格的に一問一答方式を導入しました。
　一括方式と一問一答方式のどちらで実施するかは議員が選択し、質問時間は60分（答弁を含む）とな
ります。
　また、質問回数は一括方式が「再々質問まで」、一問一答方式が「無制限」となります。

議員が１つの質問項目ごとに質問し、
執行部が質問項目ごとに答弁を行い
ます。

議員が質問事項すべてを一括して質
問し、その後、執行部がその質問事項
について一括して答弁を行います。

【
一
問
一
答
方
式
】

塚
越

　節 

議
員

　
　
　
　
　
台
風
第
19
号
の
被
害
報

　
　
　
　
告
で
は
、床
下
浸
水
は
平
沼

地
区
で
１
件
と
あ
る
が
、他
の
地
区
で

も
床
下
浸
水
に
相
当
す
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、床
下
浸
水

の
件
数
確
認
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
伺

う
。　

　
ま
た
、災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援

者
対
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
住
宅
被
害
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
市
災
害
対
策
本
部
、消
防

署
に
通
報
が
あ
り
対
応
し
た
も
の
、市

民
か
ら
の
申
請
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ

る
。被
害
の
把
握
に
つ
い
て
は
、災
害
の

規
模
を
考
慮
し
て
お
り
、東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、市
内
全
域
の
ブ
ロッ
ク
塀

や
家
屋
の
損
壊
状
態
な
ど
、目
視
で
わ

か
る
部
分
に
つ
い
て
確
認
作
業
を
行
っ

た
。大
雨
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
に
つ
い
て

は
、市
内
全
域
の
確
認
は
し
て
い
な
い

が
、内
水
被
害
が
発
生
す
る
地
区
に
つ

い
て
は
、正
確
な
情
報
を
得
る
た
め
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、浸
水
防
止
の
措
置
や

被
害
申
請
に
つい
て
周
知
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
は
、
現
在
約

２
，３
０
０
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、行

政
に
よ
る
避
難
誘
導
だ
け
で
な
く
、要

支
援
者
の
家
族
を
初
め
、地
域
の
人
々

に
よ
る
共
助
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、福

祉
避
難
所
は
下
妻
特
別
支
援
学
校
を

含
め
計
８
か
所
あ
り
、一
般
避
難
所
が

開
設
さ
れ
た
後
、必
要
に
応
じ
て
開
設

を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。要
支

援
者
は
避
難
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、気
象

状
況
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
判
断

し
、最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
発
令

が
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

水
害
を
想
定

災
害
時
対
策
に
つ
い
て

大雨により道路冠水等がたびたび発生している図書館通り

一　般　質　問

１
　
塚
越
　
節
　
議
員

　
１
　
水
害
を
想
定

　
　
　
災
害
時
対
策
に
つ
い
て

　
２
　
道
の
駅
駐
車
場
等
の
改
善
方
法
に
つ
い
て

２
　
岡
田
　
正
美
　
議
員

　
１
　
地
域
の
消
防
防
災
を
担
う
消
防
団
の
現
状
と

　
　
　
課
題
、
そ
し
て
民
間
の
無
料
低
額
宿
泊
所
の

　
　
　
設
置
不
安
や
市
内
の
防
犯
、
治
安
維
持
に
つ

　
　
　
い
て

３
　
増
田
　
省
吾
　
議
員

　
子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　
１
　
こ
れ
か
ら
の
下
妻
に
期
待
す
る
も
の

４
　
宇
梶
　
浩
太
　
議
員

　
１
　
消
防
団
詰
所
に
つ
い
て

　
２
　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　
３
　「
機
能
別
」消
防
団
員
制
度
に
つ
い
て

５
　
平
井
　
誠
　
議
員

　
１
　
大
災
害
か
ら
市
民
の
命
、
く
ら
し
を
守
れ
る

　
　
　
市
政
を
め
ざ
し
て

　
２
　
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　
３
　
交
通
弱
者
の
足
の
確
保
に
つ
い
て

　
４
　
夜
間
応
急
診
療
所
に
代
わ
る
医
療
の
確
保
に

　
　
　
つ
い
て

６
　
矢
島
　
博
明
　
議
員

　
１
　
Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム
し
も
つ
ま
に
つ
い
て

７
　
山
中
　
祐
子
　
議
員

　
１
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
２
　
生
活
支
援
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

　
３
　
柳
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
に
つ
い
て

８
　
斯
波
　
元
気
　
議
員

　
１
　
災
害
対
応
に
つ
い
て

令
和
元
年
第
四
回
定
例
会

　今
定
例
会
で
は
、８
名
の
議
員
か
ら

市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
通
告
順
） 

一　般　質　問

しもつま市議会だより７ 第２２１号 ６

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

県西地区大会に出場した下妻市消防団第３分団

　
　
　
　
　
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操

　
　
　
　
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大

会
が
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
の
原

因
の
一
つ
だ
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

操
法
大
会
の
現
状
と
開
催
目
的
、開

催
費
用
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、大
会
に

参
加
し
な
い
場
合
の
消
防
団
活
動
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
県
西
地
区
大
会
の
実
施

　
　
　
　
要
領
の
目
的
に「
消
防
団

員
の
強
固
な
消
防
精
神
を
養
成
し
、厳

正
な
規
律
と
旺
盛
な
士
気
の
も
と
に
、

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
熟
練
と
敏
速
、確

実
な
団
体
行
動
の
徹
底
を
図
り
、も
っ

て
火
災
防
御
上
の
諸
般
の
要
求
に
適

応
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」と
あ

る
。消
防
ポ
ン
プ
操
法
と
火
災
防
御
を

習
得
す
る
こ
と
は
、火
災
消
火
活
動
に

お
け
る
技
術
の
習
得
並
び
に
団
員
自

身
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、独
自
の
操
作
方
法
や
知
識
の
習

得
、各
団
員
の
連
携
、指
揮
命
令
の
徹
底

な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、訓
練
に
お
い

て
習
得
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
大
会
費
用
に
つ
い
て
、大
会
経
費
は

県
消
防
協
会
の
補
助
金
と
関
係
市
町

10
自
治
体
の
負
担
金
の
各
10
万
円
で

賄
う
も
の
と
あ
る
。な
お
、開
催
地
は

各
自
治
体
が
持
ち
回
り
と
な
っ
て
い
る

が
、経
費
と
な
る
補
助
金
・
負
担
金
で

は
費
用
が
不
足
す
る
た
め
、会
場
の
設

営
費
用
な
ど
を
別
途
負
担
し
て
い
る
。

　
大
会
の
出
場
に
つい
て
は
、分
団
長
会

議
に
お
い
て
協
議
中
で
あ
る
が
、参
加

し
な
い
場
合
、大
会
目
的
に
あ
る
よ
う

な
消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
熟
練
や
火
災
防

御
の
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
、新
た
な
訓
練

の
計
画
を
策
定
し
て
、習
熟
度
の
低
下

に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

地
域
の
消
防
防
災
を
担
う

消
防
団
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

【
一
問
一
答
方
式
】

岡
田
正
美 

議
員

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

質問席を設置し、質問者と答弁

者が向かい合って質問・答弁を

行います。



しもつま市議会だより 第２２１号 

一　般　質　問一　般　質　問

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠 

議
員

９ ８

適正な組織人員・体制の確立を図っていく

　
　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
大
き
な

　
　
　
　
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、現
在
の
市
職
員
数
、特
に
正
職
員

が
少
な
い
。さ
ら
に
、大
災
害
発
生
時
に

第
一
線
で
活
動
す
る
広
域
消
防
職
員

に
つ
い
て
も
人
員
を
増
員
し
な
け
れ
ば

対
処
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、大
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、ま
ず
は
避
難
所
を
安
全
・
安
心
な

場
所
に
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
の
職
員
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
は
、災
害
対
応
も
含
め
た
行

政
ニ
ー
ズ
を
総
合
的
に
判
断
し
、必
要

な
職
員
数
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。災
害
規
模
が
大
き
く

な
り
、市
職
員
の
み
で
対
応
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
は
、総
務
省
が
定
め
る

被
災
市
区
町
村
職
員
確
保
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、県
を
通
じ
て
応
援
要
請
を
行
う

こ
と
に
な
る
。今
後
も
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
、庁
内
体
制
を
整

え
、災
害
対
応
の
た
め
の
職
員
訓
練
等

に
取
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、広
域
消
防
職
員
は
定
数
４
６

０
人
に
対
し
、４
月
１
日
現
在
、４
５
１

人
で
、複
雑
多
様
化
・
大
規
模
化
す
る

災
害
に
対
し
、適
正
な
組
織
人
員
・
体

制
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
定
数
確
保

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、台
風
第
19
号
で
は
最
大
約
２

６
０
人
の
自
主
避
難
者
が
い
た
が
、鬼

怒
川
・
小
貝
川
流
域
の
市
町
で
は
比

較
的
早
い
段
階
で
の
自
主
避
難
所
開

設
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
災
害
が
続
発
し
て
お

り
、今
後
も
早
期
開
設
に
向
け
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

大
災
害
か
ら
市
民
の
命
、

く
ら
し
を
守
れ
る
市
政
を

め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
台
風
の
際
に
、避
難
所

　
　
　
　
の
情
報
な
ど
が
市
Ｈ
Ｐ
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
の
声
が
あ
る
。防
災

行
政
無
線
の
内
容
が
ス
マ
ホ
サ
イ
ト
の

わ
か
り
や
す
い
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
次
に
、建
物
火
災
の
発
生
時
に
場
所

を
示
す
放
送
が
あ
る
が
、わ
か
り
に
く

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、消
防
団

員
に
は
、火
災
現
場
の
詳
し
い
地
図
付

き
メ
ー
ル
が
決
め
ら
れ
た
人
数
に
送
信

さ
れ
て
い
る
が
、全
団
員
に
送
信
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
災
害
時
に
は
市
Ｈ
Ｐ
の

　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
通
常
の
も

の
か
ら
災
害
時
用
に
切
替
え
て
掲
載

し
て
い
る
。ス
マ
ホ
サ
イ
ト
に
お
い
て
も

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、画

面
を
下
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、わ
か
り
や
す
く
掲
載
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
建
物
火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
放

送
は
、主
に
消
防
団
員
を
招
集
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
図
付
き

メ
ー
ル
は
、火
災
発
生
時
に
い
ば
ら
き
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
火
災
指
令
と
し

て
、目
標
地
点
の
表
示
と
災
害
地
点
を

表
示
し
た
地
図
付
き
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、消
防
団
へ
は
、本

部
団
員
、各
分
団
の
分
団
長
、副
分
団

長
、各
部
２
人
の
団
員
の
合
計
62
人
に

送
信
し
て
い
る
。全
団
員
へ
の
送
信
に
つ

い
て
は
、消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給

与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
に
、団
員

は
、職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏

ら
し
て
は
な
ら
な
い
、と
あ
る
こ
と
か
ら
、

消
防
団
員
の
情
報
管
理
等
を
勘
案
し

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

全団員への地図付きメール配信は今後検討していく

　
　
　
　
　
下
妻
の
恵
ま
れ
た
こ
の

　
　
　
　
地
域
一
帯
の
社
会
資
源
や

人
材
資
源
を
フ
ル
活
用
し
、磨
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
的
な
地
域
に
な

る
と
考
え
る
。ま
た
、下
妻
に
か
か
わ
る

多
く
の
人
の
支
援
と
協
力
で
多
く
の

課
題
も
一
つ
ず
つ
解
決
の
兆
し
が
見
え

る
と
思
う
。市
長
が
言
う
オ
ー
ル
下
妻

で
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
、県
内
有
数
の

　
　
　
　
進
学
校
で
あ
る
下
妻
一
高

や
甲
子
園
出
場
実
績
の
あ
る
下
妻
二

高
な
ど
、教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
や
、中
心
市
街
地
に
砂
沼
広
域
公

園
や
Ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
が
あ
り
、四
季

折
々
の
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

教
育
・
健
康
の
分
野
で
若
い
世
代
を

呼
び
込
む
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
、若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
促

進
、雇
用
の
創
出
な
ど
を
図
る
た
め
の

事
業
を「
下
妻
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
、地
方
再

生
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
事
業
や

企
業
誘
致
な
ど
、地
方
再
生
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
し
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

更
に
効
果
的
・
相
乗
的
に
推
進
す
る

た
め
、各
界
で
活
躍
す
る
本
市
ゆ
か
り
の

あ
る
人
材
や
下
妻
一
高
、二
高
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
な
ど
の
人
材
を
積
極
的
に
生
か
し

な
が
ら
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

こ
れ
か
ら
の
下
妻
に
期
待

す
る
も
の

社会資源や人材資源を活用し、魅力あるまちづくりに取り組んでいく

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

【
一
括
方
式
】

増
田
省
吾 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

宇
梶
浩
太 

議
員

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　

【
一
問
一
答
方
式
】

矢
島
博
明 

議
員

　
　
　
　
　
ド
ー
ム
内
の
利
用
は
特

　
　
　
　
に
規
則
は
な
く
、自
由
に
使

え
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、利
用
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。そ
こ
で
、現
在
の
利

用
状
況
と
今
ま
で
に
問
題
と
な
っ
た
利

用
と
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
施
設
は
、
プ
レ
イ
ス

　
　
　
　
メ
ー
キ
ン
グ
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
こ
と
で
そ
の
効
果
が
少
し
ず

つ
浸
透
し
て
き
て
お
り
、利
用
者
自
ら

の
発
想
で
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る

空
間
活
用
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。地
域
の
人
だ
け
で
な
く
多
く

の
人
々
が
交
流
し
、子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
世
代
に
自
由
な
発
想
で

利
用
さ
れ
、当
初
の
目
的
が
実
現
し
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。平
成
28
年
度

に
設
定
し
た
来
場
者
目
標
は
、令
和
元

年
度
の
最
終
年
で
10
万
人
で
、昨
年
度

で
６
万
８
千
人
と
な
って
い
る
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、で
き
る
限
り
禁
止

事
項
を
設
け
ず
に
お
互
い
が
心
地
よ

く
過
ご
せ
る
ま
ち
な
か
の
共
有
空
間
を

目
指
し
て
い
る
が
、最
低
限
の
ル
ー
ル
と

し
て
、大
型
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
機
材
が
破

損
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
や
他
の
利
用

者
や
近
隣
に
極
端
に
迷
惑
を
か
け
る

行
為
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
は
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
時
に
は
近
隣
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、音
出
し
は
原
則
10
時
か

ら
18
時
と
し
、ド
ー
ム
内
の
床
面
保
護

に
つ
い
て
は
、車
の
乗
り
入
れ
は
不
可
と

し
、重
い
機
材
な
ど
は
適
切
な
養
生
が

必
要
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム

し
も
つ
ま
に
つ
い
て

Waiwaiドーム（屋根付多目的広場）

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁弁
答
弁
　



しもつま市議会だより 第２２１号 

一　般　質　問一　般　質　問

【
一
括
方
式
】

平
井

　誠 

議
員

９ ８

適正な組織人員・体制の確立を図っていく

　
　
　
　
　
本
市
に
お
い
て
大
き
な

　
　
　
　
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、現
在
の
市
職
員
数
、特
に
正
職
員

が
少
な
い
。さ
ら
に
、大
災
害
発
生
時
に

第
一
線
で
活
動
す
る
広
域
消
防
職
員

に
つ
い
て
も
人
員
を
増
員
し
な
け
れ
ば

対
処
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、大
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

は
、ま
ず
は
避
難
所
を
安
全
・
安
心
な

場
所
に
早
急
に
設
置
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
の
職
員
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
は
、災
害
対
応
も
含
め
た
行

政
ニ
ー
ズ
を
総
合
的
に
判
断
し
、必
要

な
職
員
数
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。災
害
規
模
が
大
き
く

な
り
、市
職
員
の
み
で
対
応
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
は
、総
務
省
が
定
め
る

被
災
市
区
町
村
職
員
確
保
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、県
を
通
じ
て
応
援
要
請
を
行
う

こ
と
に
な
る
。今
後
も
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
、庁
内
体
制
を
整

え
、災
害
対
応
の
た
め
の
職
員
訓
練
等

に
取
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、広
域
消
防
職
員
は
定
数
４
６

０
人
に
対
し
、４
月
１
日
現
在
、４
５
１

人
で
、複
雑
多
様
化
・
大
規
模
化
す
る

災
害
に
対
し
、適
正
な
組
織
人
員
・
体

制
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
定
数
確
保

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、台
風
第
19
号
で
は
最
大
約
２

６
０
人
の
自
主
避
難
者
が
い
た
が
、鬼

怒
川
・
小
貝
川
流
域
の
市
町
で
は
比

較
的
早
い
段
階
で
の
自
主
避
難
所
開

設
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
災
害
が
続
発
し
て
お

り
、今
後
も
早
期
開
設
に
向
け
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

大
災
害
か
ら
市
民
の
命
、

く
ら
し
を
守
れ
る
市
政
を

め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
台
風
の
際
に
、避
難
所

　
　
　
　
の
情
報
な
ど
が
市
Ｈ
Ｐ
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
の
声
が
あ
る
。防
災

行
政
無
線
の
内
容
が
ス
マ
ホ
サ
イ
ト
の

わ
か
り
や
す
い
位
置
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
次
に
、建
物
火
災
の
発
生
時
に
場
所

を
示
す
放
送
が
あ
る
が
、わ
か
り
に
く

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、消
防
団

員
に
は
、火
災
現
場
の
詳
し
い
地
図
付

き
メ
ー
ル
が
決
め
ら
れ
た
人
数
に
送
信

さ
れ
て
い
る
が
、全
団
員
に
送
信
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
災
害
時
に
は
市
Ｈ
Ｐ
の

　
　
　
　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
通
常
の
も

の
か
ら
災
害
時
用
に
切
替
え
て
掲
載

し
て
い
る
。ス
マ
ホ
サ
イ
ト
に
お
い
て
も

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
が
、画

面
を
下
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、わ
か
り
や
す
く
掲
載
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
建
物
火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
放

送
は
、主
に
消
防
団
員
を
招
集
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
図
付
き

メ
ー
ル
は
、火
災
発
生
時
に
い
ば
ら
き
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
火
災
指
令
と
し

て
、目
標
地
点
の
表
示
と
災
害
地
点
を

表
示
し
た
地
図
付
き
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、消
防
団
へ
は
、本

部
団
員
、各
分
団
の
分
団
長
、副
分
団

長
、各
部
２
人
の
団
員
の
合
計
62
人
に

送
信
し
て
い
る
。全
団
員
へ
の
送
信
に
つ

い
て
は
、消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給

与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
に
、団
員

は
、職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏

ら
し
て
は
な
ら
な
い
、と
あ
る
こ
と
か
ら
、

消
防
団
員
の
情
報
管
理
等
を
勘
案
し

検
討
し
て
い
く
。
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
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防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

全団員への地図付きメール配信は今後検討していく

　
　
　
　
　
下
妻
の
恵
ま
れ
た
こ
の

　
　
　
　
地
域
一
帯
の
社
会
資
源
や

人
材
資
源
を
フ
ル
活
用
し
、磨
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
的
な
地
域
に
な

る
と
考
え
る
。ま
た
、下
妻
に
か
か
わ
る

多
く
の
人
の
支
援
と
協
力
で
多
く
の

課
題
も
一
つ
ず
つ
解
決
の
兆
し
が
見
え

る
と
思
う
。市
長
が
言
う
オ
ー
ル
下
妻

で
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
、県
内
有
数
の

　
　
　
　
進
学
校
で
あ
る
下
妻
一
高

や
甲
子
園
出
場
実
績
の
あ
る
下
妻
二

高
な
ど
、教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
や
、中
心
市
街
地
に
砂
沼
広
域
公

園
や
Ｗａ
ｉｗａ
ｉ
ド
ー
ム
が
あ
り
、四
季

折
々
の
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
や
散
策

な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

教
育
・
健
康
の
分
野
で
若
い
世
代
を

呼
び
込
む
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
、若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
促

進
、雇
用
の
創
出
な
ど
を
図
る
た
め
の

事
業
を「
下
妻
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
、地
方
再

生
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
モ
デ
ル
事
業
や

企
業
誘
致
な
ど
、地
方
再
生
に
向
け
た

取
組
み
を
推
進
し
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
事
業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
も
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

更
に
効
果
的
・
相
乗
的
に
推
進
す
る

た
め
、各
界
で
活
躍
す
る
本
市
ゆ
か
り
の

あ
る
人
材
や
下
妻
一
高
、二
高
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
な
ど
の
人
材
を
積
極
的
に
生
か
し

な
が
ら
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

こ
れ
か
ら
の
下
妻
に
期
待

す
る
も
の

社会資源や人材資源を活用し、魅力あるまちづくりに取り組んでいく
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【
一
括
方
式
】

増
田
省
吾 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

宇
梶
浩
太 

議
員
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【
一
問
一
答
方
式
】

矢
島
博
明 

議
員

　
　
　
　
　
ド
ー
ム
内
の
利
用
は
特

　
　
　
　
に
規
則
は
な
く
、自
由
に
使

え
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、利
用
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。そ
こ
で
、現
在
の
利

用
状
況
と
今
ま
で
に
問
題
と
な
っ
た
利

用
と
改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
本
施
設
は
、
プ
レ
イ
ス

　
　
　
　
メ
ー
キ
ン
グ
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
こ
と
で
そ
の
効
果
が
少
し
ず

つ
浸
透
し
て
き
て
お
り
、利
用
者
自
ら

の
発
想
で
多
様
な
活
動
を
展
開
す
る

空
間
活
用
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。地
域
の
人
だ
け
で
な
く
多
く

の
人
々
が
交
流
し
、子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
世
代
に
自
由
な
発
想
で

利
用
さ
れ
、当
初
の
目
的
が
実
現
し
つ

つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。平
成
28
年
度

に
設
定
し
た
来
場
者
目
標
は
、令
和
元

年
度
の
最
終
年
で
10
万
人
で
、昨
年
度

で
６
万
８
千
人
と
な
って
い
る
。

　
利
用
に
つ
い
て
は
、で
き
る
限
り
禁
止

事
項
を
設
け
ず
に
お
互
い
が
心
地
よ

く
過
ご
せ
る
ま
ち
な
か
の
共
有
空
間
を

目
指
し
て
い
る
が
、最
低
限
の
ル
ー
ル
と

し
て
、大
型
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
機
材
が
破

損
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
や
他
の
利
用

者
や
近
隣
に
極
端
に
迷
惑
を
か
け
る

行
為
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
は
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
時
に
は
近
隣
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、音
出
し
は
原
則
10
時
か

ら
18
時
と
し
、ド
ー
ム
内
の
床
面
保
護

に
つ
い
て
は
、車
の
乗
り
入
れ
は
不
可
と

し
、重
い
機
材
な
ど
は
適
切
な
養
生
が

必
要
と
し
て
い
る
。
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質
問

Ｗ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｉ
ド
ー
ム

し
も
つ
ま
に
つ
い
て

Waiwaiドーム（屋根付多目的広場）
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庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
は
、
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
を
委

員
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
及
び
基
本
設
計
に
つ
い
て
市
執
行

部
に
説
明
を
求
め
、
新
庁
舎
の
位
置
や

規
模
及
び
構
造
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す

る
予
算
、
下
妻
公
民
館
及
び
下
妻
市
民

文
化
会
館
の
複
合
化
、
契
約
方
式（
Ｄ
Ｂ

方
式
）等
の
審
査
や
先
進
地
視
察（
埼
玉
県

北
本
市
、
茨
城
県
水
戸
市
、
石
岡
市
）、

茨
城
県
建
築
士
会
か
ら
講
師
を
招
き
、
耐

震
・
免
震
等
の
構
造
及
び
市
民
文
化
会
館
・

下
妻
公
民
館
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い

て
勉
強
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調

査
経
過
と
結
果
を
最
終
報
告
書
に
ま
と

め
、
令
和
元
年
11
月
19
日
に
委
員
長
か
ら

議
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
最
終
報
告
書
で
は
、
市
執
行
部
が
財
政

難
を
理
由
に
施
設
の
廃
止
、
管
理
運
営
の

民
間
委
託
な
ど
財
政
健
全
化
に
努
め
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定
の
評
価
は
い
た

し
ま
す
が
、
耐
震
改
修
す
れ
ば
利
用
で
き

る
市
民
文
化
会
館
及
び
下
妻
公
民
館
を
解

体
し
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

計
画
は
さ
ら
な
る
財
政
負
担
の
議
論
が
必

要
と
考
え
、
新
庁
舎
位
置
に
つ
い
て
再
考

す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
結
果
、
新

庁
舎
位
置
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
、

ま
た
、
市
民
文
化
会
館
及
び
下
妻
公
民
館

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状

態
か
ら
再
検
討
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
本
委
員
会
の
意
見
を
組
み
入
れ
た

判
断
に
つ
い
て
大
変
評
価
を
す
る
も
の
と

し
て
、
新
庁
舎
を
含
め
た
公
共
施
設
に
つ

い
て
の
提
言
の
一
つ
目
を
「
下
妻
市
民
文

化
会
館
、
下
妻
公
民
館
の
今
後
の
あ
り

方
、
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
市
民
、
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
十
分
検
討
し
判
断
さ
れ

た
い
」
と
し
て
、
二
つ
目
を
「
新
庁
舎
の

構
造（
耐
震
構
造
及
び
免
震
構
造
）の
決

定
に
つ
い
て
は
慎
重
に
図
ら
れ
た
い
」、

最
後
に
「
下
妻
消
防
署
の
敷
地
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
」
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に

お
い
て
こ
の
最
終
報
告
書
に
基
づ
く
調

査
経
過
並
び
に
結
果
と
提
言
に
つ
い
て

は
十
分
に
斟
酌
さ
れ
、
市
に
お
け
る
決

断
と
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
特
別
委
員
会
に

よ
る
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
報
告
書
を
も
っ
て
提
言

書
と
し
、
令
和
元
年
11
月
19
日
に
議
長

か
ら
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た

しもつま市議会だより 第２２１号 
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台
風
第
19
号
で
は
、自

　
　
　
　
主
避
難
所
が
２
カ
所
か
ら

７
カ
所
に
２
段
階
で
開
設
と
な
っ
た
。

状
況
に
応
じ
て
開
設
す
る
も
の
で
は
あ

る
が
、当
初
か
ら
７
カ
所
に
開
設
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
、見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
２
河
川

が
同
時
決
壊
の
場
合
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
あ
る
万
全
な
避
難
所
だ
け
で
避
難

者
の
受
入
れ
は
可
能
な
の
か
。広
域
避

難
や
寺
や
神
社
、筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
な

ど
の
民
間
と
の
協
定
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ

　
　
　
　
て
は
、順
次
開
設
し
て
い
く

場
合
と
一
度
に
開
設
す
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
開
設
の
判
断

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。台
風
の
規

模
や
雨
量
の
予
測
、河
川
の
水
位
、河

川
管
理
者
か
ら
の
情
報
な
ど
を
判
断

材
料
に
、迅
速
な
開
設
、物
資
の
効
率

的
な
輸
送
及
び
配
備
、適
正
な
人
員
配

置
、避
難
者
の
増
加
な
ど
を
考
慮
し
、

判
断
し
て
い
る
。今
後
も
正
確
な
情
報

と
適
切
な
場
所
の
開
設
を
検
討
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
２
河
川
同
時
決
壊
を
想
定
し
た
場

合
、市
の
指
定
避
難
所
40
カ
所
の
う
ち
、

浸
水
想
定
区
域
外
の
施
設
が
15
カ
所
、

想
定
収
容
人
数
は
約
３
，６
０
０
人
で

あ
る
。避
難
所
で
受
入
れ
で
き
な
い
方

は
他
市
町
への
広
域
避
難
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、本
市
を
含
む
鬼
怒
川
、

小
貝
川
流
域
の
13
市
町
で
大
規
模
水

害
時
の
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
て
い
る
。寺
や
神
社
、筑
波

サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
と
の
協
定
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

災
害
対
応
に
つ
い
て

気象情報など様々な判断材料を基に適切な場所への
避難所開設を検討していく
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【
一
問
一
答
方
式
】

斯
波
元
気 

議
員

　
　
　
　
　
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

　
　
　
　
す
台
風
に
お
い
て
、強
風
に

よ
る
倒
木
の
危
険
の
あ
る
古
木
等
の

管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、県
内
で
退
職
自
衛
官
が
防
災

関
係
部
局
に
在
職
し
て
い
る
の
は
下
妻

市
を
含
め
４
自
治
体
で
あ
る
。退
職
自

衛
官
を
危
機
管
理
監
と
し
て
全
て
の

危
機
を
一
元
的
に
総
括
・
調
整
す
る

危
機
管
理
室
を
設
置
し
、災
害
に
お
い

て
危
機
管
理
に
特
化
し
た
専
門
部
署

の
設
置
を
考
え
る
時
期
が
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　   

強
風・暴
風
に
よ
る
倒
木

　
　
　
　
で
は
、停
電
や
通
行
障
害
が

想
定
さ
れ
る
が
、市
全
体
の
樹
木
点
検

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。市
が
管

理
す
る
樹
木
は
引
続
き
適
正
な
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、個
人
所
有
の
樹

木
の
管
理
に
つ
い
て
は
市
報
等
で
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
台
風
・
地
震
な
ど
頻
発
す
る
自
然

災
害
を
初
め
、危
機
管
理
に
つ
い
て
は

市
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、市

民
の
防
災
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。危
機
管
理
部
署
に
つ
い
て

は
、平
時
か
ら
地
域
防
災
計
画
、国
民

保
護
計
画
の
見
直
し
、防
災
訓
練
な
ど

災
害
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ
る
業
務
を

行
う
と
と
も
に
、災
害
発
生
時
ま
た
は

そ
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、災
害
対

応
の
事
務
局
と
し
て
特
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。危
機
管
理
体
制
の
強

化
は
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、危
機
管
理
を
担
う
危
機
管

理
監
の
配
置
及
び
危
機
管
理
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

防
災
対
策
に
つ
い
て

危機管理に特化した専門部署の設置を考える時期に来ている

【
一
括
方
式
】

山
中
祐
子 

議
員

　
　
　
答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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答
弁
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答
弁
　

　
埼
玉
県
松
伏
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委

員
会
が
行
政
視
察
の
た
め
、本
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
視
察
内
容
に
基
づ
き
、建
設
課
よ
り
道
の

駅
し
も
つ
ま
の
設
立
経
緯
と
運
営
等
に
つ
い
て

説
明
後
、道
の
駅
し
も
つ
ま
を
視
察
し
、活
発

な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
日
程

　令
和
元
年
10
月
28
日

●
内
容

　・
道
の
駅
し
も
つ
ま
の
設
立
経
緯
と

　
　運
営
等
に
つ
い
て

松伏町議会総務産業常任委員会のみなさま

埼玉県北本市での視察の様子

行
政
視
察
来
訪

（
宮
城
県
東
松
島
市
議
会
）

市長への報告書申し入れの様子　
左から山中副委員長、須藤委員長、菊池市長、
原部前議長、廣瀬前副議長、齋藤副市長



　
庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
は
、
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
を
委

員
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
及
び
基
本
設
計
に
つ
い
て
市
執
行

部
に
説
明
を
求
め
、
新
庁
舎
の
位
置
や

規
模
及
び
構
造
、
新
庁
舎
建
設
に
関
す

る
予
算
、
下
妻
公
民
館
及
び
下
妻
市
民

文
化
会
館
の
複
合
化
、
契
約
方
式（
Ｄ
Ｂ

方
式
）等
の
審
査
や
先
進
地
視
察（
埼
玉
県

北
本
市
、
茨
城
県
水
戸
市
、
石
岡
市
）、

茨
城
県
建
築
士
会
か
ら
講
師
を
招
き
、
耐

震
・
免
震
等
の
構
造
及
び
市
民
文
化
会
館
・

下
妻
公
民
館
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
つ
い

て
勉
強
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調

査
経
過
と
結
果
を
最
終
報
告
書
に
ま
と

め
、
令
和
元
年
11
月
19
日
に
委
員
長
か
ら

議
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
　

　
最
終
報
告
書
で
は
、
市
執
行
部
が
財
政

難
を
理
由
に
施
設
の
廃
止
、
管
理
運
営
の

民
間
委
託
な
ど
財
政
健
全
化
に
努
め
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
定
の
評
価
は
い
た

し
ま
す
が
、
耐
震
改
修
す
れ
ば
利
用
で
き

る
市
民
文
化
会
館
及
び
下
妻
公
民
館
を
解

体
し
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

計
画
は
さ
ら
な
る
財
政
負
担
の
議
論
が
必

要
と
考
え
、
新
庁
舎
位
置
に
つ
い
て
再
考

す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
結
果
、
新

庁
舎
位
置
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
、

ま
た
、
市
民
文
化
会
館
及
び
下
妻
公
民
館

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状

態
か
ら
再
検
討
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
本
委
員
会
の
意
見
を
組
み
入
れ
た

判
断
に
つ
い
て
大
変
評
価
を
す
る
も
の
と

し
て
、
新
庁
舎
を
含
め
た
公
共
施
設
に
つ

い
て
の
提
言
の
一
つ
目
を
「
下
妻
市
民
文

化
会
館
、
下
妻
公
民
館
の
今
後
の
あ
り

方
、
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
市
民
、
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
十
分
検
討
し
判
断
さ
れ

た
い
」
と
し
て
、
二
つ
目
を
「
新
庁
舎
の

構
造（
耐
震
構
造
及
び
免
震
構
造
）の
決

定
に
つ
い
て
は
慎
重
に
図
ら
れ
た
い
」、

最
後
に
「
下
妻
消
防
署
の
敷
地
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
」
と
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に

お
い
て
こ
の
最
終
報
告
書
に
基
づ
く
調

査
経
過
並
び
に
結
果
と
提
言
に
つ
い
て

は
十
分
に
斟
酌
さ
れ
、
市
に
お
け
る
決

断
と
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
、
特
別
委
員
会
に

よ
る
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
報
告
書
を
も
っ
て
提
言

書
と
し
、
令
和
元
年
11
月
19
日
に
議
長

か
ら
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。

庁
舎
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た

しもつま市議会だより 第２２１号 

一　般　質　問庁舎等建設に関する調査特別委員会・行政視察来訪

　
　
　
　
　
台
風
第
19
号
で
は
、自

　
　
　
　
主
避
難
所
が
２
カ
所
か
ら

７
カ
所
に
２
段
階
で
開
設
と
な
っ
た
。

状
況
に
応
じ
て
開
設
す
る
も
の
で
は
あ

る
が
、当
初
か
ら
７
カ
所
に
開
設
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
、見
解
を
伺
う
。

　
ま
た
、鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
２
河
川

が
同
時
決
壊
の
場
合
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
あ
る
万
全
な
避
難
所
だ
け
で
避
難

者
の
受
入
れ
は
可
能
な
の
か
。広
域
避

難
や
寺
や
神
社
、筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
な

ど
の
民
間
と
の
協
定
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ

　
　
　
　
て
は
、順
次
開
設
し
て
い
く

場
合
と
一
度
に
開
設
す
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
で
開
設
の
判
断

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。台
風
の
規

模
や
雨
量
の
予
測
、河
川
の
水
位
、河

川
管
理
者
か
ら
の
情
報
な
ど
を
判
断

材
料
に
、迅
速
な
開
設
、物
資
の
効
率

的
な
輸
送
及
び
配
備
、適
正
な
人
員
配

置
、避
難
者
の
増
加
な
ど
を
考
慮
し
、

判
断
し
て
い
る
。今
後
も
正
確
な
情
報

と
適
切
な
場
所
の
開
設
を
検
討
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
２
河
川
同
時
決
壊
を
想
定
し
た
場

合
、市
の
指
定
避
難
所
40
カ
所
の
う
ち
、

浸
水
想
定
区
域
外
の
施
設
が
15
カ
所
、

想
定
収
容
人
数
は
約
３
，６
０
０
人
で

あ
る
。避
難
所
で
受
入
れ
で
き
な
い
方

は
他
市
町
への
広
域
避
難
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
、本
市
を
含
む
鬼
怒
川
、

小
貝
川
流
域
の
13
市
町
で
大
規
模
水

害
時
の
広
域
避
難
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
て
い
る
。寺
や
神
社
、筑
波

サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
と
の
協
定
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

災
害
対
応
に
つ
い
て

気象情報など様々な判断材料を基に適切な場所への
避難所開設を検討していく
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問
一
答
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式
】

斯
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議
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な
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す
台
風
に
お
い
て
、強
風
に

よ
る
倒
木
の
危
険
の
あ
る
古
木
等
の

管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、県
内
で
退
職
自
衛
官
が
防
災

関
係
部
局
に
在
職
し
て
い
る
の
は
下
妻

市
を
含
め
４
自
治
体
で
あ
る
。退
職
自

衛
官
を
危
機
管
理
監
と
し
て
全
て
の

危
機
を
一
元
的
に
総
括
・
調
整
す
る
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管
理
室
を
設
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し
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害
に
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て
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機
管
理
に
特
化
し
た
専
門
部
署

の
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置
を
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え
る
時
期
が
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　   

強
風・暴
風
に
よ
る
倒
木

　
　
　
　
で
は
、停
電
や
通
行
障
害
が

想
定
さ
れ
る
が
、市
全
体
の
樹
木
点
検

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。市
が
管

理
す
る
樹
木
は
引
続
き
適
正
な
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、個
人
所
有
の
樹

木
の
管
理
に
つ
い
て
は
市
報
等
で
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
台
風
・
地
震
な
ど
頻
発
す
る
自
然

災
害
を
初
め
、危
機
管
理
に
つ
い
て
は

市
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
上
で
大

変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、市

民
の
防
災
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。危
機
管
理
部
署
に
つ
い
て

は
、平
時
か
ら
地
域
防
災
計
画
、国
民

保
護
計
画
の
見
直
し
、防
災
訓
練
な
ど

災
害
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ
る
業
務
を

行
う
と
と
も
に
、災
害
発
生
時
ま
た
は

そ
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、災
害
対

応
の
事
務
局
と
し
て
特
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。危
機
管
理
体
制
の
強

化
は
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、危
機
管
理
を
担
う
危
機
管

理
監
の
配
置
及
び
危
機
管
理
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　
　
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問

防
災
対
策
に
つ
い
て

危機管理に特化した専門部署の設置を考える時期に来ている

【
一
括
方
式
】

山
中
祐
子 

議
員
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答
弁
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答
弁
　

　
埼
玉
県
松
伏
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委

員
会
が
行
政
視
察
の
た
め
、本
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
視
察
内
容
に
基
づ
き
、建
設
課
よ
り
道
の

駅
し
も
つ
ま
の
設
立
経
緯
と
運
営
等
に
つ
い
て

説
明
後
、道
の
駅
し
も
つ
ま
を
視
察
し
、活
発

な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
日
程

　令
和
元
年
10
月
28
日

●
内
容

　・
道
の
駅
し
も
つ
ま
の
設
立
経
緯
と

　
　運
営
等
に
つ
い
て

松伏町議会総務産業常任委員会のみなさま

埼玉県北本市での視察の様子

行
政
視
察
来
訪

（
宮
城
県
東
松
島
市
議
会
）

市長への報告書申し入れの様子　
左から山中副委員長、須藤委員長、菊池市長、
原部前議長、廣瀬前副議長、齋藤副市長




